
事業番号 １９４

地球規模生物多様性情報システム整備推進費 担当部局庁 自然環境局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成６年度～ 担当課室 生物多様性センター センター長　中山隆治

事業名

会計区分 一般会計 政策・施策名
5.生物多様性の保全と自然との共生の推進
5-1　基盤的施策の実施及び国際的取組

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

自然環境保全法第４条
生物多様性基本法第22条、第24条

関係する計画、
通知等

生物多様性国家戦略2012-2020

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

環境省の自然環境基礎調査成果をはじめとする生物多様性保全に関する情報を、収集、管理し、インターネットを介して広く提供し、多様
な主体で共有することにより、生物多様性保全への活用を図るための情報システムの維持運営を行う。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

自然環境保全基礎調査の成果をはじめとする生物多様性保全に関する情報を、収集・管理し、インターネットを介して広く提供する生物多
様性情報システム（J-IBIS）及び、全国各地の様々な自然情報を幅広く提供し、自然環境学習の教材としても利用できるインターネット自然
研究所（IT-LAB）のシステムを管理・運営（システム機能改良やコンテンツ作成等も含む）を実施する。

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

0 0 0

計

26年度要求

予算
の状
況

当初予算 103 96 95 94 109

補正予算 0

繰越し等 0 0 0 0

103 96 95 94 109

執行額 102 96 94

執行率（％） 99% 100% 99%

成果指標 単位 22年度 23年度

％ - -

24年度
目標値

（  年度）

生物多様性情報システム（J-IBIS）及びインターネット自
然研究所（IT-LAB）のアクセス件数

成果実績 件
月平均アクセス件数
J-IBIS 13万件
IT-LAB 106万件

月平均アクセス件数
J-IBIS 13万件
IT-LAB 77万件

月平均アクセス件数
J-IBIS 50万件
IT-LAB 149万件

―

達成度

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 22年度 23年度 24年度 25年度活動見込

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見
込み）

運用率

98% 99% 99%

-

―

(99%(停電時を除
き、常時運用)) (99%) (99%) (99%)

単位当たり
コスト

― 算出根拠 ―

システム運用率（自然環境情報の収集、管理、提供が
可能な状態）

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

環境保全調査費 94 109

0.1 0.1土地建物借料

94 109

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　　　　　　　　　　　　平成２５年行政事業レビューシート （環境省）

計



155

所管府省・部局名

-

○

-

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

-単位当たりコストの水準は妥当か。

外部有識者の所見

評価に関する説明

事
業
の
効
率
性

事業番号 類似事業名

　一般競争を原則として支出先を選定するとともに、少
額のものにあっては複数者から見積もりを取得し、最も
安価な者を支出先として決定しているため、競争性を確
保した上で適正な支出先を選定している。

重
複
排
除

○

○

　自然環境保全基礎調査の成果をはじめとする生物多
様性情報の収集・管理・提供を行う情報提供システム及
び全国各地の自然情報を提供するシステムについて
は、これまで相当数のアクセスがあり、自然環境情報の
提供に大きな効果あげてきている。
　生物多様性情報の整備提供は、生物多様性国家戦略
2012-2020にも位置付けられており、今後とも当システ
ムの維持により一層の情報提供を行う必要がある。

-

-

○

○

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事
業
の
有
効
性

　利便性を高めるためのWeb-GISの導入とコンテンツの
拡充により、相当数のアクセスが見られ、環境教育の場
において総合学習などへの利用、環境アセスメントへの
活用されるなど、自然環境情報の提供に大きな効果あ
げてきている。（ただし、インターネット自然研究所につ
いては平成23年度にシステムとカメラの更新を開始して
おり、配信の休止、アドレス変更により一時的にアクセ
ス数が減少している。）

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。
（役割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

-

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

広く国民のニーズがあるか。国費を投入しなければ事業目的が達成できないのか。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

明確な政策目的（成果目標）の達成手段として位置付けられ、優先度の高い事業と
なっているか。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

受益者との負担関係は妥当であるか。

平成23年

備考

154 146平成22年 平成24年

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

国
費
投
入
の
必
要
性

事業所管部局による点検

行政事業レビュー推進チームの所見

現
状
通
り

関連する過去のレビューシートの事業番号

引き続き効率的な執行に努めること。

引き続き効率的な執行に努める。

現
状
通
り

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○

　自然環境保全基礎調査の成果をはじめとする生物多様性情報の収集・管理・提供を行う情報提供システム及び全国各地の自然情報を提供するシス
テムについては、これまで相当数のアクセスがあり、自然環境情報の提供に大きな効果あげてきており、今後とも当システムの維持により一層の情報
提供を行う必要がある。
　各請負契約の実施にあたっては、一般競争入札等の価格競争により実施しているものであり、予算の範囲内で充分な成果を上げているが、引き続き
競争性のある契約を実施するとともに、インターネット自然研究所のライブカメラについて、維持経費の軽減を図れる機器への更新を進めより効率的な
システムの維持運営に努める。

評　価項　　目

点
検
結
果



※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

【国庫債務負担行為】

【国庫債務負担行為】

【一般競争】【随意契約（複数年競争契約）】

【一般競争】

【一般競争】

【一般競争】

【一般競争】

【一般競争】

【一般競争】

　

【一般競争】

J．（株）地域環境計画
（3百万円）

鳥類標識調査・鳥類アトラスWeb版作成業務の
実施

G．富士通（株）
（4百万円）

第４次レッドリスト検索ページ作成業務の実施

Ｈ．東京カートグラフィック（株）
（4百万円）

既存調査成果GIS化業務（中国・四国）の実施

I．（株）テクノマップ
（3百万円）

既存調査成果GIS化業務（北信越）の実施

D．国土地図（株）
（9百万円）

既存調査成果GIS化業務（北海道・東北、関
東、近畿）の実施

E．（株）協振技建
（6百万円）

既存調査成果GIS化業務（中部、九州・沖縄）
の実施

F．（株）パスコ山梨支店
（4百万円）

GIS活用促進業務の実施

A.富士通エフ・アイ・ピー（株）
（43百万円）

J-IBISのサーバ等機器保守業務の実施

Ｂ．東京センチュリーリース（株）
（7百万円）

J-IBISのサーバ等機器リース業務の実施

C．（合資）プーズネット
（11百万円）

IT-LABシステムのサーバ等機器保守及びリー
ス業務の実施

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

環境省
（94百万円）

「生物多様性情報システム（Ｊ－ＩＢＩＳ）」「イン
ターネット自然研究所（ＩＴ－ＬＡＢ）」両情報収集

管理提供システムの管理統括



計 11 計 4

その他 1

賃金 アルバイト雇用 1

4 人件費 打ち合わせ、システム保守、データ構築等 2

旅費 打ち合わせ 1 その他 旅費等 2

C.（合資）プーズネット H.東京カートグラフィック（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

A.富士通エフ・アイ・ピー（株） F.（株）パスコ山梨支店

人件費 打ち合わせ、システム保守、データ構築等

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

43 人件費 打ち合わせ、システム保守、データ構築等 2

雑役務費 1

その他 旅費等 1

金　額
(百万円）

人件費 打ち合わせ、システム保守、データ構築等

計 43 計 4

B.東京センチュリーリース（株） G.富士通（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

借料及び損料 サーバ機器リース等 7 人件費 打ち合わせ、システム保守、データ構築等 4

計 7 計 4

D.国土地図（株） I.（株）テクノマップ

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費 打ち合わせ、システム保守、データ構築等 8 人件費 打ち合わせ、システム保守、データ構築等 2

その他 旅費等 1 その他 サーバ機器リース等 1

借料及び損料 サーバ機器リース等 2

雑役務費 2

計 9 計 3

E.（株）協振技建 J.（株）地域環境計画

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費 打ち合わせ、システム保守、データ構築等 2 人件費 打ち合わせ、システム保守、データ構築等 1

賃金 アルバイト雇用 2 雑役務費 翻訳及び英文校閲 1

雑役務費 1 その他 旅費等 1

その他 1

計 6 計 3



支出先上位１０者リスト
A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

7 国庫債務負担行為 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 東京センチュリーリース（株） J-IBISサーバ等機器リース業務

1 （株）パスコ山梨支店 GIS活用促進業務 4

1 既存調査成果GIS化業務（九州・沖縄） 3

3

1 86.3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

34.7

2 既存調査成果GIS化業務（中部） 3 6 34.2

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

6

2 既存調査成果GIS化業務（北海道・東北） 3 8 34.9

1 既存調査成果GIS化業務（近畿） 4 6 42.5

4 IT-LABシステム情報収集端末追加等業務 0.4 少額随意契約 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 東京カートグラフィック（株） 4 7 37.7

31 （株）地域環境計画 鳥類標識調査・鳥類アトラスWeb版作成業務 4

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

業　務　概　要

1 富士通（株） 第４次レッドリスト検索ページ作成業務

支　出　先
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

97.914

落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

落札率

1 富士通エフ・アイ・ピー（株） J-IBISサーバ等機器保守業務 43 国庫債務負担行為 -

既存調査成果GIS化業務（中国・四国）

支　出　先

7

1 （株）テクノマップ 既存調査成果GIS化業務（北信越） 3 7 31.3

落札率

59.5

1 IT-LABシステムのサーバ等機器リース及び保守業務

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

3 IT-LABシステム情報管理システム改良業務 0.9 少額随意契約 -

2 IT-LABシステム情報収集端末設置調達業務 4 2 85.8
（合資）プーズネット

（株）協振技建

随意契約
（複数年競争契約） -

落札率

国土地図（株）

既存調査成果GIS化業務（関東） 2 8 27.3


